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1.　まえがき

本学が育成を目指す「未来を創るデジタル人材」

は，アジア諸国との近接性を強みにする関西の産

業界において，国際的に活躍できる英語による発

信力を学生に求めることから，本学における英語

学習は 4 年間を通じて行われる．

この報告は，いかに英語教育を展開していくべ

きかという問題を，開学前の取り組みから 2 年間

の実践までを振り返ることによって，完成年度ま

での今後の 2 年間の英語教育への取り組みへの提

言とするものである．

2．開学から 2 年間の英語教育

本学のシラバスによると，1 年次で学生が履修

する英語コミュニケーション Ia と Ib は，リスニ

ングやスピーキングなどの実践的英語活用能力

の育成に焦点を当て，2 年次前期の英語コミュニ

ケーション IIa は，科学分野における専門的知識

の理解を深めることを目標としている．そして，

2 年次後期の英語コミュニケーション IIb から，3
年次の英語コミュニケーション IIIab までは，ディ

スカッションのスキルを育成することに重点にお

いている．最終学年の 4 年次に学生が履修する英

語コミュニケーション IV は，3 年間で身につけ

た実践的な英語力で，ディベートやディスカッ

ションにおいて英語で発信できる力に焦点を当

て，卒業研究発表では１分間の英語によるプレゼ

ンテーションが学生に義務付けられている．

2.1　開学前の取り組み

実践的英語コミュニケーション力の涵養のため
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には，一般に，4 つの技能（リスニング力・スピー

キング力・リーディング力・ライティング力）を

バランスよく育成することが望ましく，そのため

には，自律的で継続的な英語学習習慣の確立に必

要とされる e ラーニングの提供を含め，同一学期

中に，それぞれの技能に特化した英語科目が展開

され，少なくとも 2 年間にわたる英語学習時間の

量的保証は必要である．本学は，情報系専門職大

学でありながら，上述したように英語科目を 4 年

間にわたり学生に英語学習を義務付けていること

から伺えるように，英語教育に重点を置いている．

しかしながら，大学の創設時に文部科学省に提

出された英語科目のシラバスに記載された科目到

達目標が，選択された教科書が設定する目標と現

実的には合致しないという問題点が，大きな障害

としてまず立ちふさがった．加えて，本学で学ぶ

学生は，英語力育成を主たる目標としているので

はなく，情報工学とデジタル・エンタテインメン

トを専攻分野とする理系学生である．

そのため，理系専攻の学生を自律的な英語学習

者にするという目標を設定し，シラバスが設定し

た到達目標に合致するよう，指定された教科書の

利用法と，本学が学生に提供する英語補講授業の

在り方を考えることから開始した．

初年度は，非常勤講師を確保できなかったため，

英語専任教員 2 人で，クラスサイズ 40 名の英語

授業を担当せざるをえなくなった．しかも，英語

スキルの必要性を将来の職業選択のために強く意

識していなかったためと思われるが，一部英語能

力の抜きんでた上級・中級レベルの学生は別とし

て，半数以上の学生の英語レベルは，初級であり，

後述するように、特にリスニング能力に至っては，

大多数の 9 割の学生が初級レベルであることがわ

かった．

1 年次から 2 年次前期までは，週 2 回の英語授

業が学生に課せられているものの，学生の基礎学

力を上げるために，授業外でも英語学習に時間を

かける必要があった．そのため，シラバスに記載

されている目標に基づき，各年度の授業内容を以

下のように設定した．

 y 1 年次は，基本的な英語コミュニケーション

能力，特にスピーキングとリスニングのスキ

ル，そして語彙の増強をはかる．

 y 2 年次は，アカデミックな分野におけるリス

ニングやディスカッションのスキルなど，よ

り専門的な学習内容に移行する．本学のシラ

バスにおいては残念ながら，リーディング

力があまり重要視されていないため，Graded 
Readers のような多読・速読教材の活用が必

要とされる．

 y 3 年次は，プレゼンテーション力や，将来の

キャリアに必要となるディスカッション力

などの、より専門的なスキルに重点を置く．

 y 4 年次は，卒業研究発表において，人を引き

付ける英語によるプレゼンテーション力の

強化に重点を置く．

2.2　初年度の英語教育

以下は，初年度の取り組みを簡潔に報告したも

のである．

(a) 授業で使用する教科書の精査

本学の英語シラバスを見直した結果，リスニン

グ力とスピーキング力の育成という到達目標が

指定教科書の目標と必ずしも合致していないこ

とと，学生の英語レベルを鑑み，Conversations in 
Class, 3rd Edition（アルマ出版）を通年使用の教

科書として利用することにした．

この教科書により，学生は，まず、語彙と表現

レベルから学び，モデルとなる基本構文を繰り返

し練習する．学生が自然に英語を話すことができ

るような段階的訓練によって、基本的な英会話力

の育成が期待される．さらに，自律的な英語学習

の習慣の確立に役立つよう，シラバス指定の教科

書の一部を，学習管理システム Open LMS を活用

した，授業外学習として整備し，本学が保証する

苦手科目の補講に代替する機能も持たせた．

(b) e ラーニングの整備＿ WordEngine
本学では 4 年間の英語学習を義務付けている

が，他学で導入されている e ラーニングが整って

いないという問題点があった．そのため，英語を

不得手とする学生に共通するのが語彙力の欠如で

あることに着目し，初年度は，自ら英語を学習す

るという習慣づけのためにも，e ラーニングの整
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備は本学において必要であると考え，WordEngine
の導入を大学に求めた．

WordEngine は，学生のレベルに応じて，頻繁

に利用される語彙力を身につけることが可能な

ウェブベースのソフトウェアであり，パソコンや

スマホなど身近なツールを活かして，場所と時間

を選ばずに学習することが可能である．学生には，

毎日 10 分程度の継続的語学学習を指導すること

とした．

(c) 自学習用読書教材の整備＿ Graded Readers
一般的に言われるように，学生の全般的な英語

力の最も効果的で効率的な方法の一つが，英語の

本を多く読むことである．Graded Readers は，学

生のレベルに応じた英語力の育成と読書習慣の確

立を目指した教材で，多くの大学が図書館の蔵書

に取り入れ，学生に読むことを奨励している．本

学の初年度においても，語彙力に応じたレベル別

の本を読む習慣を学生に身につけさせることが重

要と考え，電子版 Graded Readers の購入を申請し

た．残念ながら，同時アクセスが可能ではなく，

また初年度購入できた冊数も少ないので，将来的

には，Xreading などのオンライン教材が適切にな

るであろうと考えている．

(d) レベル別クラス分け

プレイスメントテストの実施により，１つのク

ラスを上級クラスとし，残る 3 つを通常クラスと

設定したが，上述のような非常勤講師不足のため，

1 人の英語教員が担当するクラスサイズは最大 40
名となり，上級クラスはわずかに少ない 36 名で

スタートせざるをえなかった．

授業は極力英語によって行うことを目標として

始まった．英語ネイティブ教員が担当する上級ク

ラスでは，すべて英語で授業を行うものの，英語

初級レベルが多くを占める通常クラスにおいては

やや困難であろうことが予想された．考えられる

原因として，英語による簡単な指示の聞き取りや，

英語による基本的な質疑応答にも自信がないとい

う学生の英語レベルが挙げられるが，情報工学あ

るいはデジタル・エンタテインメントを専攻分野

とする学生の英語学習に対する関心の欠如も見逃

せない原因であった．そのため，通常クラスにお

いては，英語と日本語の両方で行うことも可とした．

(e) 学生とのインタラクティブな交流

残念ながら，本学には学生と教員が憩うことが

できるラーニング・スペースがない．通常，英語

ネイティブと交流を深めるための，ランチタイム・

ミーティングなどの場を設けて，英語を積極的に

学びたいという学生たちの支援を行ってきた経験

を有する英語教員も，本学の施設上の制限，そし

て，2019 年末に発生した新型コロナウイルス感

染症対策によるソーシャルディスタンスの必要性

は，予想外の問題となった．しかしながら，英語

力を伸ばしたいという個々の学生の要望に丁寧に

応え，学生の個別性に応じた指導，英語による歓

談，交流に努めるとともに，長期休み期間中には

英語プログラムを企画するなどした．

2.3　2 年度の英語教育

リスニング力とスピーキング力に特化した 1 年

間の学びによって，学生が実践的な英語コミュニ

ケーションにやや自信をつけた後，学生は，アカ

デミックなリスニングやディスカッションのスキ

ルなど，より専門的なトピックの学習を 2 年次

に進むことになっている．開学から本学におけ

る英語教育をともに進めてきた英語ネイティブ

の退職にともない，2 年次に導入を予定していた

Xreading の利用は一旦保留としたものの，シラバ

スに規定された教科書が語彙レベルと基礎的リス

ニング用のテキストであったため，これを補完す

る補助教材が必要となった．

初年度に購入した Graded Readers の総冊数と閲

覧形式が，学生数に見合っていなかったため，教

科書のトピックに沿ったリーディング教材の作成

と，同じくリスニング用の動画教材などを作成し

た．これらの補助教材を用いて，学期中 2 回実施

されるスピーキング・テストでは，学習したトピッ

クについて，学生がグループ・ワークによる調査

と議論，発表ができることを目指した．

上級クラスにおいては，動画教材とリーディン

グ教材の併用が可能であり，さらに学習スピード

は順当なものであったが，通常クラスには，動画

教材のみでトピックを学習することが多かった．

しかしながら，通常クラスにおいても，前期 2 回
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のスピーキング・テストにおいては，テンプレー

トの英語発表ではない，オリジナルな発表ができ

たことは指導した英語教員として誇らしく思うこ

とである．

後期は，学生が臨地実務実習にでるため，前期

の英語学習時間の半分となる 15 回の授業回数と

なったが，興味深い社会問題のトピックについて，

テンプレートな議論の展開を学んだあと，前期と

同じようにグループ・ワークでディスカッション

に取り組み，最終的な成果として，1 分間のスピー

チと質疑応答を含むプレゼンテーションを行っ

た．4 年次の卒業研究発表における１分間スピー

チが１年次の時には非現実的に思えた学生も，順

当な学習プロセスを経れば決して困難な課題では

ないことを認識するとともに，これから改善する

べき点も把握できたのではないかと思われる．

2.4　 TOEIC® オンラインテストの結果から

の考察

英語授業を展開するにあたって，学生の英語力

の把握とレベル別のクラス展開は必要なことで

あった．そのため，新入生の英語学力レベルを

CASEC テ ス ト（Computerized Assessment System 
for English Communication）ではかった．CASEC [1]
は，個人の能力に合わせてテスト問題を変化させ

ていく適応型テスト形式で，従来のペーパーテス

トに比べて短時間で，正確な測定が可能な英語コ

ミュニケーション能力判定テストである．「語彙

の知識」，「表現の知識」，「リスニングでの大意把

握力」，「具体情報の聞き取り能力」の 4 つのセク

ションから出題され，各 250 点配点で，1000 点

を満点とする．

新入生の平均点は 359.6 点で，6 つあるレベル

の中で一番低い E レベル , すなわち挨拶や紹介な

どごく初歩的な応答などが可能な初学者レベルで

あり，表 1 に明らかなように，60.7% の学生が E
レベルと診断された．各セクションにおける新入

生の英語レベルは表 2 の通りである．

本学学生の語彙知識は決して乏しいわけではな

いが，実践的な英語コミュニケーションに必要な

語彙の活用と，おそらく文法的知識も弱いがため

に，短い英文の聞き取りはできても，英文がより

長くなると聞き取りが難しくなっているのではな

いかと推測された．

そこで，CASEC はホームページ上で，外国語の

表１　CASEC テスト結果

Table 1　CASEC Test Results

CASECレベル スコア範囲 人数 ％

AA 880～1000 1 0.7

A 760～879 0 0.0

B 600～759 4 2.6

C 450～599 27 17.6

D 390～449 28 18.3

E 0～389 93 60.7

表 2　CASEC テスト詳細

Table 2　CASEC Test Results_Details

レベル スコア範囲 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

AA/A 186～ 250 1 0.7 2 1.3 1 0.7 1 0.7

B 151～ 185 5 3.3 5 3.3 7 4.6 1 0.7

C 116～ 150 38 24.8 22 14.4 33 21.6 24 15.7

D 96～ 115 39 25.5 38 24.8 35 22.9 35 22.9

E 0～ 95 70 45.8 86 56.2 77 50.3 92 60.1

Section2 Section 3 Section 4Section 1

表 3　CASEC スコアと CEFR レベル目安の対応表

Table 3　Correlation Table: CASEC scores and the CEFR levels

CEFR Section 1 人数 % Section 2 人数 % Section 3 人数 %

B2～ 195-250 1 0.7 225-250 1 0.7 225-250 1 0.7

B1 145-194 8 5.2 165-224 2 1.3 200-224 0 0.0

A2 75-144 96 62.7 85-164 85 55.6 145-199 11 7.2

～ A 1 0-74 48 31.4 0-84 65 42.5 0-144 141 92.2
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運用能力を同一の基準で測るための国際基準であ

る「ヨーロッパ言語共通参照枠」CEFR（Common 
European Framework of Reference for Languages）[2]
とのスコア対応表 [3] を公開しているため，それに

基づき，参考までに本学学生の英語レベルを国際

基準から見直してみた．結果は表 3 の通りである．

語彙知識と表現知識の CEFR レベルが A1, すな

わち、英語学習における初学者に該当する学生は

31.4％と 42.5% であるのに対し，実に 92.2％の学

生のリスニングレベルが A1 に該当することが判

明した．そのため，本学における英語学習は，リ

スニングレベルの向上を主たる目的として，リス

ニング力とスピーキング力に特化した実践的英語

教育とする基本方針が定まったのである．

入学後の 1 年間の間に，前期終了時点で

TOEIC® L&R テストの受験を学生に推奨したが，

これは義務ではなかったため，受験者は全体の

55% にとどまり，1 年間の英語到達度をはかるこ

とは難しいという問題が認められた．そのため，

2 年次前期末に，授業時間内において，TOEIC® 
L&R テストの受験を義務づけた．

一般に，TOEIC® L&R テスト 400 点未満は英語

による意思疎通が難しいとされる英語学習におけ

る初学者レベル，400 ～ 500 点台は基本的な英会

話が可能になってくるレベルとされる . 参考まで

に，企業が採用時の参考にするスコアである 500
～ 600 点は，限定された範囲内で英語を用いた業

務上のコミュニケーションができるレベルであ

る．

受験率は 79% に上昇したものの，授業出席率

に厳しい本学の状況からこの受験率をみると，低

いと言わざるを得ない．原因としては，TOEIC®

などの英語資格試験による重要性を未だ認識で

きていないため，あるいは，英語に対する学習

意欲が低いために，テストを煩わしいとして回

避したのではないかと思われる．表 4 は，1 年次

から 2 年次までに実施した TOEIC® L&R テスト

の平均点である．参考までに，CASEC スコアに

参考値として記された TOEIC® 換算点の平均点

も記している．T1 は 2021 年度本学学生が受験

した TOEIC® テストを、T2 は 2022 年度受験した

TOEIC® テストを指す．

これら 3 つのテストをすべて受験した 70 名

（2022 年度 2 年生総数に対して 48.6%）を対象と

し，受験日の体調不良，日頃の授業態度などを

参考にして，2021 年度スコアより 100 点以上の

マイナスの学生 5 名を除いた 65 名（全体数に対

して 45.1%）を抽出した．表 5 は，100 点ごとに

TOEIC® スコアをグループ分けし，各スコアの人

数を集計したものである．

併せて，一般財団法人国際ビジネスコミュニ

ケーション協会が公開している TOEIC® 各種テス

トのスコアと CEFR の相関関係を表した対照表

[4] を表 6 に記す．65 名のみを抽出した平均点に

関しては，前出の表 4 を参照されたい．

平均点は，320.2 点（C/T）から，329.2 点（T1），
そして，352.5 点（T2）と順調に増加している

ものの，2021 年４月の CASEC テストによる

TOEIC® 変換スコアでは，53.8% にあたる 35 名が，

100 点から 300 点までの CEFR の A1-A2 レベル，

すなわち英語初級者レベルであった．2021 年度

は 37 名，2022 年度は 34 名と近似値を示しては

いるものの，初級レベル者の緩やかな減少が認め

表 4　TOEIC® L&R　テスト平均点

Table 4　TOEIC® L&R Test Average Scores

実施年 テスト種別 受験率 平均点 65名の平均

2021.4
CASEC
(C/T)

98%
359.6
[289.7]

389.7
[320.2]

2021 TOEIC®_1(T1) 55% 323.1 329.2

2022 TOEIC®_2(T2) 79% 314.1 352.5

＊ [  ] は TOEIC® 換算点数を表す

表 5　65 名の TOEIC® L&R テストスコア分布

Table 5　TOEIC® L&R Test Scores

C/T T1 T2

0-100 0 0 0

100-200 11 16 9

200-300 24 21 25

300-400 19 11 11

400-500 5 7 9

500-600 3 6 4

600-700 2 1 4

700-800 0 1 2

800-900 0 1 0

900-1000 1 1 1
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られる．また，300 点から 400 点までの推移をみ

ると，19 名（C/T），11 名（T1），11 名（T2）と

下げ止まっているうえに，表 5 から一見して明ら

かなように，400 点が本学の学生を 2 分する大き

な境界線をなしている．

一方で，リスニング力とスピーキング力に重点

をおいた本学の英語教育が良い結果を結んだと言

えるのが，2 つのスコア層である．1 つは，400
点から 500 点までの A2 上層レベル（5 名，7 名，

9 名）であり，もう 1 つは，600 点から 700 点ま

での B １レベル（2 名，1 名，4 名）である．600
点から 700 点までの高いスコアを獲得した学生が

すべて上級クラスに所属する，比較的英語レベル

の高い学生であったのに対し，400 点から 500 点

までのスコアを獲得した学生の中には，通常クラ

スに所属する，入学当初は初級レベルだった学生

も含まれている．実践的英語力に特化した英語授

業の提供は，スコアアップの重要な要因の 1 つで

あるが，スコアを伸ばした学生の学習態度を概観

すると，自律的で継続的な英語学習を確立してい

ることも，英語力を伸ばす重要な要因となってい

ることは疑いようがない．

3．むすび

結論から言うと，リスニング力とスピーキング

力の実践的英語力に焦点を絞った本学における

2 年間の英語教育は概ね成功と言える．しかし，

100 点から 300 点までの初級レベルが多くを占め

る本学の現状において，そもそも英語学習意欲の

低い学生に，英語学習の重要性を認識させ，自律

性と継続性を備えた英語学習者へ育成していくべ

きか，言い換えるならば，大多数を占める英語初

級レベルの学生の英語力をいかに底上げしていく

べきか，それが 2023 年度の課題と言えよう．
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表 6　TOEIC® 各テストスコアと CEFR との対照表

Table 6　Correlation Table: TOEIC® Program Test Scores and CEFR 

大阪国際工科専門職大学紀要.indb   48 2023/03/31   9:45:24




